
過去の研究実績 現在、注力している研究 今後取り組んでいきた
い研究

1. 都市の拡大が世界
の食料供給に及ぼ
す影響の予測

2. バイオマスプラス
チックの普及が世
界の食料不安に及
ぼす影響の予測

3. 先進国における食
品ロスの削減が、
世界の環境、天然
資源、途上国の飢
餓問題に及ぼす影
響の評価

1. 日本の食品ロスが貿易を通して世界の土地・水
資源、温室効果ガス排出に及ぼしている影響の
評価

1. 国連持続可能な開
発目標(SDGs)にお
ける食品ロス削減
目標の達成のため
の施策とその社会、
経済、環境への影
響の評価

③http://www.me.titech.ac.jp/~masui-kanamori/index.html，munesue.y.aa@m.titech.ac.jp

日本の食品ロスにより食料生産国において過剰に発生した温室効果ガス（2012年）

環境と経済のシミュレー
ション・モデルの構築を基
盤技術として，食料システ
ムを中心に社会、経済、環
境に関わる諸課題を解決し
ていくための情報提供を行
います．

代表的研究例

経営工学 エコノミクスサイエンス 環境経済学、持続可能な食料システム
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